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■
開

会

事
務
局
（
植
村
）
激
励
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
紹
介
（
別

掲
リ
ス
ト
参
照
）。

参
加
国
会
議
員
を
紹
介
。
衛
藤
征
士
郎
衆
議
院
議

員
（
会
長
）、
髙
木
義
明
衆
議
院
議
員
（
副
会
長
・

事
務
総
長
）、
後
藤
田
正
純
衆
議
院
議
員
、
石
田
祝

稔
衆
議
院
議
員
、
福
山
守
衆
議
院
議
員
、
白
石
徹
衆

議
院
議
員
、
山
本
博
司
参
議
院
議
員
、
中
西
祐
介
参

議
院
議
員
、
井
原
巧
参
議
院
議
員
、
三
木
亨
参
議
院

議
員
、
山
本
順
三
参
議
院
議
員
代
理
（
柴
田
泰
彦
秘

書
）。

■
主
催
者
あ
い
さ
つ

衛
藤
会
長

海
事
産
業
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
発

展
を
期
す
る
た
め
に
、
中
央
と
地
方
の
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
振
興
策
を
推
進
す
る
こ
と
が
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
の
目
的
で
あ
る
。
国
の
財
政
支
援
、
税
制
の

支
援
等
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
ク
リ
ア

し
、
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
海
事
関
連
事
業
を

進
め
る
た
め
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
、
３
０
１
名
の
国

会
議
員
の
所
属
す
る
海
事
振
興
連
盟
の
務
め
で
あ

る
。
海
か
ら
見
る
日
本
の
国
づ
く
り
を
目
指
し
た
い
。

徳島タウンミーティング
海事振興連盟

日時： 平成26年6月14日（土）
午後0時00分〜午後2時30分

場所： ホテルサンシャイン徳島アネックス３階「鳳凰の間」
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■
来
賓
ご
あ
い
さ
つ

飯
泉
知
事

徳
島
の
現
状
を
報
告
す
る
。
徳
島
は
徳

島
小
松
島
港
が
あ
り
、
国
際
貿
易
拠
点
の
赤
石
地
区

は
、
平
成
23
年
３
月
に
、
四
国
で
最
大
処
理
能
力
を

持
つ
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
を
設
置
し
た
。
釜
山
を

は
じ
め
と
す
る
海
外
に
向
け
て
の
荷
物
を
増
や
し
て

い
る
。
金
磯
地
区
、
本
港
地
区
は
、
豪
華
客
船
を
誘

致
し
て
い
る
。
津
田
地
区
に
２
７
０
メ
ー
ト
ル
、
マ

イ
ナ
ス
８
・
５
の
耐
震
バ
ー
ス
が
直
轄
事
業
と
し
て

進
行
中
で
あ
る
。
県
は
、
国
の
事
業
に
対
し
て
協

力
、
後
背
地
を
整
備
し
、
東
京
、
九
州
、
四
国
を
結

ぶ
一
大
拠
点
に
し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
大
阪
ベ
イ

エ
リ
ア
の
外
洋
の
入
り
口
が
徳
島
小
松
島
港
で
あ

り
、
関
西
広
域
連
合
の
中
で
、
姫
路
港
、
徳
島
小
松

島
港
、
和
歌
山
港
と
一
体
的
な
運
用
を
検
討
中
で
あ

る
。
今
回
の
徳
島
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
テ
ー
マ

は
「
徳
島
に
お
け
る
海
事
産
業
の
役
割
と
そ
の
発

展
」
で
あ
り
心
強
い
。

鈴
江
第
二
副
市
長

市
長
の
祝
辞
を
代
読
。「
徳
島

に
お
い
て
、
背
後
県
の
流
通
拠
点
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
徳
島
小
松
島
港
沖
洲
（
外
）
地

区
は
、
現
在
、
国
の
直
轄
事
業
と
し
て
増
加
が
見
込

ま
れ
る
フ
ェ
リ
ー
貨
物
や
船
舶
大
型
化
へ
の
対
応
は

も
と
よ
り
、
大
規
模
地
震
発
生
時
に
お
け
る
物
流
機

能
確
保
に
向
け
た
複
合
一
貫
輸
送
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
今
後
、
沖
洲
（
外
）
地
区

は
さ
ら
な
る
陸
上
輸
送
と
海
上
輸
送
の
拠
点
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
思
わ
れ
る
。
徳
島
市
も
、

徳
島
東
部
地
域
の
中
核
都
市
と
し
て
、
本
市
の
将
来

像
、
心
踊
る
水
都
・
徳
島
を
確
か
な
姿
と
し
て
実
現

す
る
べ
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
都
市
活
力
の
創

出
に
も
財
源
を
重
点
配
分
し
た
。
特
に
産
業
振
興
に

は
、
中
長
期
的
な
視
点
で
中
小
企
業
の
支
援
の
た
め

の
施
策
等
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
、
産
業
振
興

ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
や
、
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の

制
定
に
向
け
た
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
厳
し
い
環

境
に
あ
る
中
小
零
細
企
業
の
競
争
力
強
化
、
販
路
の

拡
大
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
む
」

濱
田
小
松
島
市
長

小
松
市
海
事
産
業
は
現
在
、
コ

ン
テ
ナ
、
原
木
チ
ッ
プ
等
が
取
り
扱
わ
れ
、
物
流
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
海
岸
で
は
造

船
業
も
営
ま
れ
、
海
運
事
業
と
共
存
す
る
都
市
で
あ

る
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
等
の
発
災
時
に
は
津
波
の
影

響
が
予
想
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
講
じ
て
い

る
。
海
事
産
業
の
振
興
に
当
た
り
、
港
湾
の
拠
点
整

備
、
防
波
堤
、
防
潮
堤
の
整
備
な
ど
を
重
要
課
題
と

し
て
認
識
し
て
い
る
。

■
意
見
交
換
会
（
進
行
は
後
藤
田
衆
議
院
議
員
）

村
田
徳
島
県
内
航
海
運
組
合
理
事
長

平
成
28
年
度

以
降
の
内
航
海
運
暫
定
措
置
事
業
の
方
向
づ
け
に
つ

い
て
、
現
在
の
仕
組
み
を
活
用
し
て
36
年
度
を
最
終

年
度
と
す
る
事
業
規
定
の
一
部
改
訂
に
関
わ
る
変
更

を
国
土
交
通
大
臣
に
申
請
し
、
昨
年
12
月
10
日
に
認

可
さ
れ
た
。
昭
和
42
年
12
月
の
保
有
船
腹
調
整
規

定
、
引
き
続
き
平
成
10
年
５
月
の
内
航
海
運
暫
定
措

置
事
業
規
定
の
設
定
認
定
を
根
拠
と
し
て
、
約
半
世

紀
つ
づ
く
船
腹
調
整
は
終
結
の
道
筋
が
見
え
た
。
し

か
し
内
航
海
運
事
業
者
の
約
99
・
６
％
が
中
小
企
業
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で
あ
り
、
特
に
船
舶
貸
渡
業
者
は
経
営
基
盤
が
脆
弱

で
あ
る
。
ま
た
、
市
場
構
造
が
荷
主
企
業
を
頂
点
と

す
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
た
め
、
市
場
原
理
の
機
能
発

揮
が
困
難
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
業
態
の
中
、
船
腹

調
整
以
前
の
過
当
競
争
に
よ
る
混
乱
期
の
再
来
も
懸

念
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
数
年
間
に
及
ぶ
用
船
料
の

市
況
は
、
適
正
コ
ス
ト
を
大
き
く
下
回
っ
た
厳
し
い

環
境
で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
内
航
海
運
に
関
す

る
26
年
度
税
制
に
関
し
て
、
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
、
船
舶
の
買
換
え
特
例
、
地
球
温
暖
化
対
策
税
の

還
付
制
度
の
特
例
措
置
が
３
年
間
延
長
さ
れ
、
28
年

度
ま
で
と
さ
れ
た
。
26
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
船

舶
の
特
別
償
却
制
度
の
延
長
に
関
し
て
も
、
理
解
、

支
援
を
願
う
。
徳
島
県
内
の
内
航
海
運
業
の
現
状

は
、
事
業
者
数
及
び
保
有
隻
数
は
半
減
し
た
が
、
総

ト
ン
数
ベ
ー
ス
で
は
約
１
割
減
に
と
ど
ま
り
、
船
舶

の
大
型
化
が
進
展
し
て
い
る
。
内
航
海
運
の
課
題
は

２
つ
の
高
齢
化
で
あ
る
。

１

船
舶
の
高
齢
化
。
高
船
齢
化
ゆ
え
、
労
働
環

境
、
船
内
居
住
環
境
が
新
ル
ー
ル
に
対
応
で
き

ず
、
ま
た
省
エ
ネ
対
応
の
遅
れ
も
懸
念
さ
れ
る
。

２

内
航
船
員
の
高
齢
化
。
今
後
、
団
塊
世
代
の
大

量
退
職
に
伴
う
大
幅
な
内
航
船
員
不
足
が
予
測
さ

れ
、
停
船
や
事
業
撤
退
の
可
能
性
も
現
実
味
を
帯

び
て
い
る
。
船
員
の
高
齢
化
ゆ
え
、
運
動
機
能
の

衰
え
等
に
よ
る
災
害
、
傷
病
発
生
の
増
加
、
ま
た

治
療
期
間
が
長
期
化
す
る
等
の
問
題
が
顕
在
化
。

四
国
運
輸
局
管
内
の
求
人
倍
率
が
３
倍
前
後
と
な

る
な
か
、
労
働
環
境
の
厳
し
い
小
型
船
へ
の
雇
用

は
困
難
な
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
船
員
未
経
験
者

を
雇
用
し
、
２
年
以
上
定
員
外
の
見
習
い
船
員
と

し
て
育
成
し
、
海
技
免
除
を
取
得
さ
せ
る
こ
と

は
、
費
用
負
担
等
を
含
め
困
難
で
あ
る
。
現
在
、

短
期
養
成
制
度
と
し
て
６
級
海
技
士
航
海
は
最
短

３
・
５
カ
月
で
の
取
得
が
可
能
と
な
る
制
度
で
あ

る
。
こ
の
航
海
と
同
様
に
６
級
海
技
士
機
関
の
短

期
養
成
制
度
の
新
設
に
つ
い
て
も
国
土
交
通
省
に

要
望
中
で
あ
る
。
昨
年
９
月
、
海
洋
共
育
セ
ン
タ

ー
を
、
内
航
海
運
業
界
に
お
け
る
①
新
人
船
員
の

確
保
育
成
、
②
現
役
船
員
の
資
質
の
向
上
、
③
内

航
海
運
事
業
者
の
経
営
能
力
の
向
上
、
こ
れ
ら
を

通
し
て
安
定
的
で
質
の
高
い
内
航
輸
送
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
内
航
事
業
者
自
ら
が
設

立
し
た
。
内
航
海
運
業
は
７
割
が
経
営
基
盤
の
弱

い
一
杯
船
主
で
、
自
力
で
の
代
替
建
造
や
若
年
船

員
の
確
保
、
育
成
に
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
モ

デ
ル
コ
ス
ト
を
大
き
く
下
回
っ
た
運
賃
、
用
船
料

の
収
受
は
希
求
の
問
題
で
あ
り
、
協
力
を
願
う
。

ポ
ス
ト
暫
定
後
の
内
航
海
運
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
検
討
を
開
始
す
る
時
期
で
あ
る
。
内
航
海
運

は
、
安
全
で
環
境
に
優
し
い
、
競
争
力
の
あ
る
物

流
で
あ
る
こ
と
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
維
持

に
貢
献
す
る
使
命
を
担
う
。
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
に
立

っ
て
法
制
並
び
に
税
制
の
確
立
、
充
実
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
た
い
。

一
色
四
国
旅
客
船
協
会
会
長

以
下
の
３
点
を
要
望

す
る
。

１

３
本
の
本
四
架
橋
の
料
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
四
国
の
旅
客
船
業
者
事
業
者
の
数

が
年
々
減
少
し
て
い
る
。
徳
島
県
に
残
っ
て
い
る

の
は
２
つ
の
航
路
の
み
で
あ
る
。
こ
の
４
月
か
ら

更
に
料
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
た
。
約
８
割
の
通
行
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料
金
が
半
減
、
半
額
に
な
っ
た
。
フ
ェ
リ
ー
で
し

か
運
べ
な
い
大
型
の
物
も
存
在
す
る
た
め
、
フ
ェ

リ
ー
、
旅
客
船
の
瀬
戸
内
海
で
の
存
続
を
願
う
。

交
通
政
策
基
本
法
に
基
づ
い
て
陸
、
海
、
空
の
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
交
通
政
策
を
願
う
。

２

四
国
に
は
多
く
内
海
離
島
が
あ
る
。
離
島
航
路

は
住
民
の
唯
一
の
足
で
あ
る
。
離
島
航
路
の
足
の

確
保
の
た
め
に
所
用
の
予
算
措
置
を
願
う
。

３

船
舶
燃
料
の
高
騰
に
よ
り
旅
客
船
業
界
は
苦
境

で
あ
る
。
船
舶
燃
料
は
船
会
社
の
コ
ス
ト
の
約
３

割
を
占
め
、
人
件
費
を
上
回
っ
て
い
る
。
燃
料
対

策
を
お
願
い
し
た
い
。
軽
油
取
引
税
に
お
け
る
32

円
10
銭
の
軽
減
を
、
来
年
の
税
制
改
正
に
お
い
て

軽
油
取
引
税
の
軽
減
措
置
の
延
長
あ
る
い
は
恒
久

化
を
お
願
い
し
た
い
。

雜
喉
船
舶
整
備
共
有
船
主
協
会
会
長

内
航
船
舶
は

災
害
時
の
救
援
物
資
・
復
旧
・
復
興
工
事
あ
る
い
は

公
共
事
業
に
強
勢
を
発
揮
し
た
。
内
航
船
は
、
国
内

物
流
の
ト
ン
キ
ロ
ベ
ー
ス
で
40
％
以
上
、
鉄
や
セ
メ

ン
ト
、
石
油
等
、
産
業
基
礎
資
材
の
80
％
以
上
を
輸

送
し
て
お
り
、
日
本
の
必
要
不
可
欠
な
社
会
基
盤
イ

ン
フ
ラ
で
あ
る
。
し
か
し
、
厳
し
い
国
際
競
争
で
産

業
構
造
が
大
き
く
変
化
し
、
国
内
輸
送
量
も
減
少
、

物
流
コ
ス
ト
も
大
き
く
削
減
さ
れ
、
船
舶
数
・
業
者

数
も
減
少
し
た
。
厳
し
い
環
境
変
化
の
中
で
、
代
替

建
造
す
る
に
も
多
額
の
資
金
調
達
が
困
難
で
あ
り
、

74
％
も
の
船
舶
が
耐
用
年
数
を
経
過
し
、
高
齢
化
船

に
な
っ
て
い
る
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
と
の
共
有
建
造

制
度
は
、
建
造
資
金
、
技
術
面
の
支
援
を
受
け
ら
れ

る
あ
り
が
た
い
制
度
で
あ
る
が
、
長
期
積
荷
保
証
等

が
建
造
条
件
と
な
る
た
め
、
共
有
制
度
利
用
の
代
替

建
造
を
承
諾
し
な
い
荷
主
や
傭
船
者
が
い
る
の
も
現

実
で
あ
る
。
環
境
問
題
に
つ
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
等
が
少
な
い
大
量
輸
送
モ

ー
ド
と
し
て
の
内
航
海
運
は
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
の

受
け
皿
で
あ
る
。
環
境
対
策
上
極
め
て
効
果
的
な
電

気
推
進
船
あ
る
い
は
二
酸
化
炭
素
軽
減
船
は
、
先
進

的
な
技
術
を
有
す
る
運
輸
機
構
に
よ
っ
て
建
造
が
可

能
に
な
っ
た
。
同
機
構
の
共
有
建
造
制
度
は
、
代
替

建
造
促
進
に
お
い
て
、
極
め
て
有
効
な
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
で
あ
る
。
鉄
道
・
運
輸
機
構
の
共
有
建
造
制
度

の
維
持
、
改
善
の
た
め
の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

井
村
日
本
中
小
型
造
船
工
業
会
理
事

内
航
船
造
船

所
の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
特
需
に
よ
っ
て
内
航
造
船
社
の
船
台
が

即
座
に
埋
ま
っ
た
。
し
か
し
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
近

づ
く
と
景
気
が
下
降
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
仕
事

を
安
定
的
に
し
、
人
材
育
成
、
建
造
コ
ス
ト
削
減
を

中
小
造
船
の
経
営
対
策
に
入
れ
て
海
運
行
政
を
願

う
。
ま
た
近
年
、
設
計
技
術
者
が
不
足
し
て
い
る
。

四
国
の
工
業
高
校
で
、
造
船
科
は
高
知
県
に
１
校
の

み
で
あ
る
。
基
幹
産
業
で
あ
る
造
船
業
の
保
護
の
た

め
、
工
業
高
校
の
造
船
科
、
中
小
の
団
体
の
教
育
へ

の
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

桑
原
四
国
港
運
協
会
会
長

四
国
港
運
協
会
は
、
港

湾
法
に
基
づ
く
四
国
の
重
要
港
湾
の
う
ち
、
港
湾
運

送
事
業
法
に
よ
り
許
可
を
受
け
て
港
湾
運
送
事
業
が

行
え
る
港
、
指
定
港
８
港
に
お
い
て
、
港
湾
荷
役
及

び
港
湾
運
送
作
業
を
行
う
港
湾
運
送
事
業
者
、
57
社

で
組
織
し
、
運
営
し
て
い
る
。
陸
上
運
送
と
海
上
運

送
と
の
結
節
点
を
賄
っ
て
い
る
。
現
在
の
問
題
は
次

の
2
つ
で
あ
る
。
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１

津
波
救
命
艇
に
つ
い
て
。
現
在
、
津
波
救
命
艇

は
内
閣
府
の
津
波
の
避
難
対
象
施
設
に
認
定
さ
れ

ず
、
自
治
体
へ
の
補
助
金
の
対
象
外
で
あ
る
。
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
場
合
、
港
湾
運

送
事
業
に
携
わ
る
労
働
者
、
従
業
員
の
生
命
を
守

る
の
が
第
一
の
課
題
で
あ
り
、
港
湾
荷
役
作
業
に

従
事
す
る
現
場
の
作
業
員
の
緊
急
避
難
先
の
確
保

が
急
が
れ
る
。
よ
っ
て
、
津
波
救
命
艇
の
設
置
を

検
討
し
、
四
国
港
湾
福
利
厚
生
協
会
に
お
い
て
購

入
、
本
年
７
月
、
高
知
新
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ

ル
敷
地
内
に
設
置
し
た
。
四
国
運
輸
局
が
認
定
し

て
い
る
津
波
救
命
艇
に
つ
い
て
も
、
津
波
避
難
対

象
施
設
に
認
定
し
、
自
治
体
へ
の
補
助
金
を
お
願

い
し
た
い
。

２

三
島
川
之
江
港
の
港
湾
運
送
事
業
法
に
基
づ
く

早
期
の
指
定
港
化
を
要
望
す
る
。
近
年
、
三
島
川

之
江
港
の
港
湾
整
備
が
進
展
、
大
型
船
の
入
港
が

可
能
な
岸
壁
が
完
成
し
た
結
果
、
取
扱
量
が
増
し

存
在
感
が
大
き
く
な
っ
た
。
経
済
コ
ス
ト
と
輸
送

効
率
等
か
ら
荷
主
も
三
島
川
之
江
港
で
の
荷
役
を

選
択
す
る
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
四
国
内
の
高
速

道
路
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
指
定
港
８
港
で
の
コ

ン
テ
ナ
及
び
貨
物
が
同
港
へ
シ
フ
ト
さ
れ
る
可
能

性
が
高
ま
る
と
危
惧
さ
れ
る
。
非
指
定
港
で
あ
る

三
島
川
之
江
港
と
の
競
争
は
、
荷
役
料
金
あ
る
い

は
保
有
労
働
者
及
び
荷
役
機
器
等
の
条
件
面
で
非

常
に
不
利
な
立
場
で
あ
る
。
三
島
川
之
江
港
を
含

む
四
国
の
各
指
定
港
が
公
平
公
正
な
条
件
の
も
と

に
競
争
で
き
る
よ
う
、
三
島
川
之
江
港
の
早
期
指

定
港
化
を
要
望
す
る
。

森
本
徳
島
県
倉
庫
協
会
会
長

倉
庫
業
界
は
、
国
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
物
資
の
保
管
・
備
蓄
を
行
う

と
と
も
に
、
倉
庫
を
拠
点
と
す
る
輸
・
配
送
や
流
通

加
工
な
ど
を
含
め
た
物
流
全
体
の
効
率
化
・
高
度
化

を
実
現
す
る
た
め
に
重
要
な
社
会
的
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
最
近
の
倉
庫
業
界
の
現
状
で
あ
る
が
、
徳
島

県
で
は
、
残
高
を
は
じ
め
、
入
庫
・
出
庫
も
微
減
傾

向
で
あ
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵
は
地
方
の
中
小

企
業
に
は
ま
だ
ま
だ
と
の
感
触
で
あ
る
。

な
お
、
徳
島
県
で
は
人
口
の
減
少
並
び
に
急
速
な

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
が

拍
車
を
か
け
、
製
造
業
を
は
じ
め
と
し
た
産
業
の
衰

退
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。

倉
庫
事
業
者
と
し
て
は
、
内
航
海
運
等
へ
の
影
響

は
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
都
市
部
と
の
距
離
を
縮
め

産
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
の
施
策
と
し
て
、
本
四

架
橋
や
高
速
料
金
の
値
下
げ
を
所
望
し
て
い
る
。

ま
た
、
徳
島
県
で
は
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
し

た
周
期
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
県
内
に

支
援
物
資
の
広
域
的
な
受
入
拠
点
と
し
て
活
用
を
想

定
す
る
民
間
物
流
施
設
が
運
輸
局
よ
り
９
箇
所
指
定

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
倉
庫
施
設
で
あ
り
、

倉
庫
事
業
者
と
し
て
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
防
災
意
識
の

向
上
と
減
災
対
策
の
強
化
・
充
実
に
さ
ら
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。

続
い
て
、
倉
庫
事
業
者
に
と
っ
て
重
要
な
要
望
で

あ
る
平
成
27
年
度
税
制
改
正
要
望
に
つ
い
て
で
あ
る

が
、
ま
ず
は
、
重
点
要
望
事
項
と
し
て
、
倉
庫
用
建

物
等
の
割
増
償
却
及
び
、
倉
庫
業
に
係
る
固
定
資
産

税
及
び
都
市
計
画
税
の
課
税
標
準
の
特
例
、
い
わ
ゆ

る
倉
庫
税
制
に
つ
い
て
、
適
用
期
限
の
延
長
を
要
望
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す
る
。

次
に
、
倉
庫
関
係
事
項
と
し
て
、
長
期
所
有
資
産

の
特
定
資
産
の
買
換
え
特
例
（
9
号
）
及
び
、
軽
油

引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
の
延
長
を
要
望
す
る
。

倉
庫
業
界
は
、
今
後
も
重
要
な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で

あ
る
倉
庫
設
備
を
継
続
的
に
実
施
し
、
我
が
国
産
業

の
競
争
力
強
化
、
災
害
支
援
な
ど
の
社
会
的
貢
献
を

進
め
る
た
め
、
倉
庫
税
制
等
の
適
用
期
限
延
長
を
是

非
と
も
お
願
い
し
た
い
。

小
野
日
本
船
主
協
会
理
事
長

１

平
成
27
年
度
税
制
改
正
で
は
、
船
舶
の
特
別
償

却
制
度
、
国
際
船
舶
に
か
か
わ
る
固
定
資
産
税
の

課
税
の
特
例
措
置
の
延
長
を
お
願
い
し
た
い
。
船

舶
の
特
別
償
却
制
度
は
、
償
却
率
の
上
乗
せ
に
よ

り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
生
み
出
す
こ
と
で
オ

ー
ナ
ー
が
自
己
資
金
を
確
保
し
て
、
事
業
を
拡
大

継
続
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
固
定
資

産
税
の
特
例
措
置
も
日
本
籍
船
の
増
加
の
た
め
に

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
外
航
海
運
の
国
際
競
争
力

の
確
保
の
た
め
に
、
日
本
の
海
運
税
制
の
深
掘
り

が
必
要
だ
が
、
法
人
税
率
の
引
き
下
げ
の
議
論
に

伴
い
租
税
特
別
措
置
の
見
直
し
が
取
り
ざ
た
さ
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
よ
っ
て
現
行
制
度
の
延
長

を
お
願
い
し
た
い
。

２

地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
資
金
問
題
に
つ

い
て
、
国
連
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約
国
会
議

（
C
O
P
）
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
途
上
国
支
援

の
た
め
の
年
間
１
０
０
０
億
ド
ル
の
資
金
拠
出
の

う
ち
、
総
額
の
10
〜
15
％
も
の
過
大
な
負
担
を
国

際
海
運
に
求
め
る
動
き
が
あ
る
。
こ
う
し
た
、
一

方
的
で
非
合
理
的
な
負
担
が
課
さ
れ
れ
ば
、
世
界

の
海
上
貿
易
量
の
約
10
％
の
輸
送
を
担
う
日
本
の

海
運
会
社
の
み
な
ら
ず
、
貿
易
立
国
で
あ
る
日
本

経
済
全
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
　

海
運
に
対
す
る
過
大
な
負
担
を
回
避
し
、
合
理

的
な
拠
出
方
法
の
合
意
に
向
け
理
解
、
支
援
を
お

願
い
し
た
い
。

木
内
日
本
造
船
工
業
会
専
務
理
事

１

外
国
人
材
活
用
の
イ
コ
ー
ル
フ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に

つ
い
て
要
望
。
日
本
の
造
船
業
の
労
働
力
が
非
常

に
不
足
し
て
い
る
。
建
設
同
様
、
造
船
業
に
対
し

て
も
外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
の
緊
急
措
置
を

お
願
い
し
た
い
。

２

恒
久
的
な
人
づ
く
り
の
観
点
か
ら
の
外
国
人
材

の
活
用
に
つ
い
て
。
日
本
の
造
船
業
は
、
外
国
人

の
技
能
研
修
を
国
際
貢
献
と
い
う
観
点
か
ら
引
き

続
き
や
っ
て
い
き
た
い
。
そ
こ
で
、
技
能
実
習
制

度
の
拡
充
、
特
に
在
留
期
間
の
延
長
等
に
つ
い
て

早
期
の
実
施
を
要
望
す
る
。

大
内
全
日
本
海
員
組
合
組
合
長

神
戸
―
鳴
門
ル
ー

ト
の
開
通
で
、
並
行
航
路
で
あ
る
徳
島
―
阪
神
航
路

の
事
業
廃
止
・
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
本
四
架

橋
通
行
料
金
の
引
き
下
げ
に
よ
り
、
既
存
の
徳
島
―

和
歌
山
航
路
は
事
業
継
続
が
困
難
で
あ
る
。
経
営
は

厳
し
さ
を
増
し
、
乗
組
員
も
賃
金
カ
ッ
ト
を
受
け
入

れ
凌
い
で
い
る
状
況
で
あ
る
。
次
の
３
点
を
要
望
す

る
。

１

後
継
者
の
確
保
・
育
成
。

２

船
員
税
制
の
早
期
実
現
。
欧
州
ア
ジ
ア
各
海
運

国
は
、
自
国
船
員
の
保
護
育
成
政
策
と
し
て
、
所

得
税
減
税
等
を
は
じ
め
と
し
た
措
置
を
と
っ
て
い

る
。
日
本
人
船
員
の
確
保
・
育
成
に
向
け
て
同
様
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の
措
置
を
お
願
い
し
た
い
。

３

フ
ェ
リ
ー
・
旅
客
船
航
路
に
対
す
る
支
援
措

置
。
高
速
道
路
料
金
が
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ
、

燃
料
油
が
高
騰
し
、
経
営
が
一
層
厳
し
い
状
況
に

直
面
し
て
い
る
。
国
民
の
生
活
の
維
持
・
発
展
に

不
可
欠
な
、
安
定
的
な
海
上
輸
送
体
制
の
確
立
、

さ
ら
に
は
災
害
時
の
緊
急
輸
送
へ
の
船
舶
の
活
用

等
の
観
点
か
ら
、
本
四
架
橋
関
連
航
路
を
は
じ

め
、
フ
ェ
リ
ー
、
旅
客
船
航
路
の
維
持
・
存
続
に

向
け
た
さ
ら
な
る
助
成
策
、
離
島
航
路
存
続
へ
の

支
援
措
置
の
継
続
を
お
願
い
し
た
い
。

■
国
政
担
当
部
局
か
ら
の
報
告

森
重
国
交
省
海
事
局
長

内
航
関
係
、
旅
客
船
関
係

に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
航
路
が
維
持
活
用
さ
れ
、
そ

し
て
災
害
時
に
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、
予
算
、

税
、
枠
組
み
づ
く
り
を
通
じ
、
全
体
が
連
携
を
と
っ

て
対
応
し
て
い
く
。
税
に
関
し
て
、
特
別
償
却
、
軽

油
引
取
税
の
関
係
等
、
課
題
解
決
に
向
け
て
頑
張
っ

て
い
く
。
船
の
高
齢
化
と
人
の
高
齢
化
の
指
摘
が
あ

っ
た
が
、
船
舶
の
高
齢
化
は
、
代
替
建
造
の
促
進
を

図
り
、
暫
定
措
置
事
業
の
見
通
し
が
立
っ
た
の
で
、

共
有
船
建
造
制
度
の
活
用
も
含
め
、
行
政
そ
し
て
業

界
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
人
の
高
齢
化
に
つ
い
て

は
、
若
手
船
員
の
育
成
を
関
係
者
と
連
携
し
進
め
て

い
く
。
６
級
海
技
士
機
関
の
短
期
養
成
に
関
し
て

は
、
具
体
的
な
実
現
に
向
け
て
詰
め
を
行
っ
て
い

る
。
旅
客
船
に
つ
い
て
、
高
速
道
路
の
料
金
は
難
し

い
問
題
で
あ
り
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
利
用
促
進

と
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。
共
有
船
建
造
制
度
に
つ

い
て
、
政
策
的
な
意
義
の
高
い
船
を
対
象
に
、
メ
リ

ハ
リ
の
き
い
た
制
度
を
目
指
し
て
担
当
の
支
援
機
構

と
相
談
を
進
め
て
い
る
。
設
計
技
術
者
の
不
足
に
つ

い
て
は
、
実
状
を
把
握
し
た
上
で
対
策
を
進
め
る
。

外
国
人
材
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
現
在
政
府
で
調
整

中
で
あ
る
。

山
縣
国
交
省
港
湾
局
長

沖
洲
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
つ

い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
、
活
性
化
対
策
と
し

て
予
定
ど
お
り
進
め
る
。
三
島
川
之
江
に
つ
い
て
、

今
年
度
、
金
子
地
区
の
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
全
面
供

用
予
定
を
勘
案
し
て
、
国
と
し
て
指
定
港
化
を
検
討

中
で
あ
る
。
指
定
港
化
に
当
た
り
、
地
元
の
港
湾
関

係
者
の
合
意
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
く
。
港
の
防
災

対
策
に
関
し
て
、
既
存
の
防
波
堤
、
防
潮
堤
を
整
備

し
て
い
く
ハ
ー
ド
面
に
加
え
、
避
難
施
設
の
建
設
等

ソ
フ
ト
面
の
対
応
を
考
え
て
い
る
。
港
の
個
別
の
事

情
に
応
じ
て
、
港
湾
整
備
事
業
、
交
付
金
事
業
等
に

よ
っ
て
協
力
す
る
。

長
田
総
合
海
洋
政
策
本
部
事
務
局
長

平
成
19
年
に

海
洋
基
本
法
が
成
立
し
、
昨
年
４
月
に
は
海
洋
基
本

計
画
を
改
定
し
た
。
海
洋
政
策
本
部
は
本
部
長
は
安

倍
総
理
大
臣
、
副
本
部
長
は
官
房
長
官
と
海
洋
政
策

担
当
大
臣
、
現
在
、
山
本
一
太
大
臣
の
も
と
で
仕
事

を
遂
行
中
で
あ
る
。
後
藤
田
副
大
臣
は
海
洋
政
策
の

特
務
大
臣
と
し
て
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
。
昨
年
、

海
洋
基
本
法
の
中
で
、
海
洋
産
業
の
振
興
あ
る
い
は

離
島
の
保
全
等
々
、
幅
広
い
項
目
に
つ
い
て
決
定

し
、
海
洋
関
係
の
有
識
者
10
人
が
集
ま
り
議
論
を

し
、
報
告
書
が
で
き
て
山
本
大
臣
に
手
交
し
、
山
本

大
臣
か
ら
安
倍
総
理
に
報
告
が
さ
れ
た
。
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
３
点
で
あ
る
。
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１

新
し
い
海
洋
産
業
の
振
興
の
創
出
。
特
に
造
船

業
等
を
中
心
に
、
資
源
の
輸
送
、
海
洋
資
源
の
開

発
、
洋
上
風
力
等
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
に
つ
い
て
提
言
。
海
洋
人
材
の
育
成
も
重
要
で

あ
る
。

２

海
洋
の
産
業
を
振
興
す
る
た
め
必
要
な
調
査
、

情
報
の
一
元
化
、
公
開
の
た
め
の
共
通
ル
ー
ル
の

策
定
、
日
本
の
海
洋
調
査
産
業
が
い
ち
早
く
大
き

な
産
業
に
な
る
た
め
の
工
夫
に
つ
い
て
提
言
。

３

山
本
大
臣
、
後
藤
田
副
大
臣
と
、
関
係
省
庁
の

副
大
臣
で
会
議
を
持
ち
、
海
洋
の
使
い
方
、
海
洋

の
利
用
調
整
に
つ
い
て
の
法
的
な
整
備
を
進
め
て

い
く
。
新
し
い
仕
組
み
の
創
設
に
向
け
て
、
制
度

設
計
を
進
め
る
。

岩
城
国
交
省
総
合
政
策
局
物
流
政
策
課
参
事
官

倉

庫
関
係
に
つ
い
て
、
災
害
時
の
物
流
拠
点
、
物
資
拠

点
と
し
て
使
用
で
き
る
倉
庫
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
の
協

力
に
感
謝
す
る
。
今
年
度
末
に
期
限
を
迎
え
る
倉
庫

税
制
は
、
物
流
の
効
率
化
、
地
域
の
活
性
化
、
南
海

ト
ラ
フ
の
地
震
対
策
、
災
害
時
の
物
流
拠
点
の
形
成

と
い
っ
た
点
で
重
要
な
税
制
で
あ
り
、
国
交
省
と
し

て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

■
出
席
国
会
議
員
コ
メ
ン
ト

髙
木
副
会
長
・
事
務
総
長

税
制
の
特
例
、
外
国
人

材
の
活
用
、
日
本
人
船
員
の
確
保
、
フ
ェ
リ
ー
・
旅

客
船
の
支
援
等
、
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。
雇
用
の
確
保
、
経
営
の
安
定
、
海
上
交
通
の
安

全
確
保
の
た
め
に
、
交
通
政
策
基
本
法
の
基
本
計
画

を
作
成
し
支
援
し
て
い
く
。
本
四
架
橋
、
離
島
航
路

に
関
し
て
、
軽
油
引
取
税
の
減
税
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
人
材
の
育
成
、
高
校
に
お
け
る
造
船
科
の

継
続
等
に
つ
い
て
も
留
意
、
科
学
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
伝
達
し
て
い
く
。
徳
島
小
松
島
港
の
整
備
計
画
も

進
め
て
い
き
た
い
。

山
本
参
議
院
議
員

離
島
の
生
活
の
利
便
性
は
低

い
。
フ
ェ
リ
ー
、
離
島
航
路
の
充
実
を
図
っ
て
い

く
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
対
策
は
、
耐
震
岸
壁
の
問

題
、
倉
庫
の
問
題
、
救
命
艇
の
問
題
と
い
う
要
望
を

踏
ま
え
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

中
西
参
議
院
議
員

海
事
産
業
の
強
靱
化
が
必
要
で

あ
る
。
内
航
貨
物
船
の
船
員
の
年
齢
構
成
を
勘
案
す

る
と
、
20
年
後
、
安
定
的
に
運
行
さ
れ
る
か
危
機
感

を
持
っ
て
い
る
。
課
題
解
決
に
向
け
、
努
力
し
て
い

き
た
い
。

■
閉
　
　
　
会

衛
藤
会
長

船
舶
共
有
建
造
制
度
の
維
持
の
問
題
、

金
利
水
準
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
、
山
本
大
臣
政
務

官
と
海
事
局
で
話
を
進
め
て
ほ
し
い
。
津
波
救
命
艇

も
重
要
で
あ
る
。
津
波
避
難
対
象
地
域
で
な
け
れ
ば

補
助
金
が
出
な
い
こ
と
に
関
し
て
、
総
務
省
と
国
土

交
通
省
で
速
や
か
に
対
策
し
て
ほ
し
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
東
京
海
洋
会
議
、
横
浜
海

洋
会
議
と
い
う
も
の
を
こ
れ
か
ら
準
備
し
、
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
出
し
て
い
き
た
い
。
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■ 衆議院議員（126 名）
安倍晋三（自由民主党総裁、内閣総理大臣）　

■ 参議院議員（38 名）　　　　　

以上　164名

赤池誠章
石井正弘
井原　巧
岩城光英
宇都隆史
江田五月
大野泰正
大久保勉
小川勝也
金子洋一

熊谷　大
小坂憲次
佐藤正久
高橋克法
滝沢　求
武見敬三
谷合正明
鶴保庸介
豊田俊郎
中泉松司

広田　一
古本伸一郎
前田武志
牧山ひろえ
増子輝彦
溝手顕正
三宅伸吾
宮沢洋一
室井邦彦
森　まさこ

森本真治
安井美沙子
柳澤光美
柳田　稔
山谷えり子
山本順三
横山信一
若林健太

激励メッセージをいただいた国会議員（敬称略）

赤澤亮正
秋葉賢也
浅尾慶一郎
荒井　聰
石井啓一
石田真敏
石破　茂
石原伸晃
泉原保二
泉　健太
伊東良孝
伊藤　渉
井上英孝
井林辰憲
今枝宗一郎
うえの賢一郎
漆原良夫
江藤　拓
遠藤利明
大塚高司
大西英男
大野敬太郎
大畠章宏
小川淳也
小沢鋭仁
海江田万里
柿沢未途
梶山弘志
加藤寛治
金子万寿夫
河村建夫
神田憲次

黄川田徹
岸田文雄
岸本周平
木原誠二
木村太郎
玄葉光一郎
小池百合子
小泉進次郎
高村正彦
郡　和子
小林史明
今野智博
坂本剛二
坂元大輔
桜内文城
左藤　章
佐藤茂樹
塩崎恭久
新開裕司
新藤義孝
新原秀人
鈴木克昌
鈴木馨祐
鈴木憲和
関　芳弘
瀬戸隆一
薗浦健太郎
高橋みほ
武部　新
竹本直一
田中和德
谷垣禎一

谷川弥一
田野瀬太道
玉城デニー
玉木雄一郎
津村啓介
寺田　稔
渡海紀三朗
とかしきなおみ
冨岡　勉
中谷真一
中野洋昌
中村裕之
中山泰秀
西川京子
西川公也
西村明宏
西銘恒三郎
野田聖子
野間　健
鳩山邦夫
馬場伸幸
浜田靖一
濱地雅一
林田　彪
原田憲治
平井たくや
平口　洋
平沼赳夫
福田達夫
藤井孝男
藤井比早之
古川元久

古屋圭司
星野剛士
細田博之
保利耕輔
牧島かれん
松野博一
松原　仁
松本　純
松本剛明
馬淵澄夫
宮内秀樹
宮澤博行
務台俊介
村上誠一郎
望月義夫
盛山正仁
保岡興治
山田賢司
山田美樹
山本幸三
山本有二
吉川貴盛
吉川　赳
吉川　元
吉田　泉
吉野正芳
鷲尾英一郎
若井康彦
渡辺博道



53号［2014年 10月］ 　　26

徳

島

タ

ウ

ン

ミ

ー

テ

ィ

ン

グ

海事振興連盟

徳島タウンミーティング決議
̍ɽધഫڞ༗ݐ଄੍౓ͷҡ࣋
ɹɹધഫڞ༗ݐ଄੍౓͸ɺ୅ସݐ଄͕͍͠ݫঢ়گʹ͋Δ಺ߤધધओʹͱͬͯۚࢿతࢧԉٴͼٕज़త
༩دʹɺ՟෺ͷ҆ఆ༌ૹΛ௨ͯ͡෺ྲྀͷޮ཰Խߤ଄Λଅਐ͠ɺધഫͷ҆શӡݐԉʹΑΓɺ୅ସࢧ
͢Δ͜ͱ͔Βɺޙࠓ΋ಉ੍౓Λҡ࣋͢Δͱͱ΋ʹɺؔऀ܎ͷҙݟ౳Λ౿·͑ΑΓར༻͠΍੍͍͢
౓ͱͳΔΑ͏౒ΊΔɻ

̎ɽւ܎ؔࣄ੫੍ͷҡ࣋ɾڧԽ౳
ɹɹฏ੒ 26 ೥౓຤ͰݶظΛܴ͑Δւӡ੫੍ʹ͓͚Δધഫͷಛผঈ٫੍౓ɺܰ༉Ҿऔ੫ʹ܎Δ໔আા
ஔɺࡍࠃધഫʹ܎Δݻఆ࢈ࢿ੫ͷ՝੫ͷಛྫ͕Ԇ௕౳͞ΕΔΑ͏ɺ͜Ε·Ͱͱಉ༷ʹܧଓͯ͠ٻ
Ί͍ͯ͘ɻ

ɹɹ·ͨɺ૔ݿ੫੍ʹ͓͚Δ૔ݐ༺ݿ෺౳ͷׂ૿ঈ٫ɺ૔ݿ౳ʹ܎Δݻఆ࢈ࢿ੫ٴͼ౎ܭࢢը੫ͷ
ಛྫʹ͍ͭͯ΋ɺԆ௕͞ΕΔΑ͏ٻΊ͍ͯ͘ɻ

̏ɽ೔ຊਓધһͷऀܧޙͷ֬อɾҭ੒
ɹɹզ͕ࠃʹ͓͍ͯ҆ఆతͳւ্༌ૹͱਫ࢈৯ྉͷ֬อΛܧଓ͍ͯͨ͘͠Ίʹ͸ɺ೔ຊਓધһͷ֬
อɾҭ੒΁ͷࠃΛͯ͛ڍͷऔΓ૊Έ͕ۃΊͯॏཁͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺ೔ຊਓધһͷऀܧޙͷ֬อɾ
ҭ੒ʹऔΓ૊Ήͱͱ΋ʹɺ೔ຊਓધһʹ܎Δ֤࣏ࣗମʹ͓͚Δॅຽ੫ݮ໔ͷଅਐΛ͸͡Ίͱ͢Δ
ॴಘ΁ͷ՝੫ͷݟ௚͠Λ͏ߦͳͲધһʹର͢Δ੓ݮࡦ੫ʹ͍ͭͯ΋ૣݱ࣮ظʹऔΓ૊Ήɻ

ɹɹ·ͨɺ̒ڃւٕ࢜ʢؔػʣͷ୹ظཆ੒੍౓ͷ૑ઃٴͼಉ੍౓ͷૣظ։͕࢝ՄೳͱͳΔΑ͏औΓ૊Ήɻ

̐ɽࠃ࿈ީؾมಈ࿮૊৚໿క໿ࠃձٞʹ͓͚Δ௕ۚࢿظ໰୊΁ͷద੾ͳରॲ
ɹɹࠃ࿈ީؾมಈ࿮૊৚໿క໿ࠃձٞʹ͓͍ͯ߹ҙ͞Ε͍ͯΔڌۚࢿग़ʢ೥ؒ 1000 ԯυϧʣ໰୊ʹ
͍ͭͯ͸ɺࡍࠃւӡʹରͯ͠աେͳෛ୲͕՝͞ΕɺΘ͕ࠃͷࡁܦશମʹӨٴ͕ڹͿ͜ͱͷͳ͍Α
͏ద੾ʹରԠ͢Δɻ

̑ɽઐ໳తͳٕज़ͷڭҭମ੍ͷ੔උ
ɹɹ଄ધۀʹ͓͚Δઃٕܭज़ऀΛҭ੒͢Δڭҭ͕ؔػগͳ͘ɺڝࡍࠃ૪ྗͷڧԽΛਤΔ্Ͱ΋ɺ৽
ͨͳٕज़ऀͷҭ੒͕ෆՄܽͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺઐ໳తͳٕज़ڭҭମ੍ͷ੔උʹ౒ΊΔɻ

̒ɽཱྀߤ٬࿏ͷҡ࣋ɾଘଓ౳
ɹɹ৽ͨͳಓ࿏ͷ։௨΍௨ߦྉۚͷ஋Լ͛ͳͲʹΑΔߤ࿏͔Β཮্΁ͷҠಈखஈͷγϑτʹΑΓɺ
ซ͢ߦΔؔߤ܎࿏Ͱ͸ݮศɾߤ࿏ഇ͕ࢭੜ͓ͯ͡Γɺౡቦ෦ɾ཭ౡ͕ଟ͘఺͢ࡏΔզ͕ࠃʹͱͬ
ͯͷߤ࿏͸ɺॅຽͷ଍ͱͳΔ͚ͩͰͳ͘೔ৗੜ׆ʹෆՄܽͳ෺ࢿ༌ૹ΍ཱྀ٬༌ૹΛ୲͏ॏཁͳ໾
ׂΛՌ͓ͨͯ͠Γɺͦ͏ͨ͠ߤ࿏ͷҡ࣋ɾଘଓʹ͚ͨ޲ॾରࡦʹऔΓ૊Ήɻ

̓ɽࢦఆߓԽʹڥ؀͚ͨ޲੔උ
ɹۙ೥ɺࡾౡ઒೭ߓߐͷߓ࿷੔උ͕ਐలʹͱ΋ͳ͍ɺࢦఆߓ࿷̔ߓʹ͓͍ͯ͸ՙ໾ྉۚɺอ༗࿑ಇ
ͱಉཱ͡ߓߐౡ઒೭ࡾ࿷͕ߓఆࢦ౳ͷ৚݅໘Ͱඇৗʹෆརͳཱ৔ͱͳ͓ͬͯΓɺثػͼՙ໾ٴऀ
৔Ͱެฏɾެਖ਼ͳ৚݅ͷԼʹڝ૪͢Δ͜ͱ͕ɺߓ࿷ӡૹۀͷҡ࣋ɺ࿑ಇྗͷ֬อͷ؍఺͔Β΋ॏ
ཁͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺࡾౡ઒೭ߓߐͷࢦఆߓԽͷڥ؀੔උʹऔΓ૊Ήɻ
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̔ɽᯰڧͳߓ࿷ɾւ؛੔උͷண࣮ͳਪਐ
ɹɹզ͕ࠃͷۀ࢈ɾ׆ࡁܦಈΛ͑ࢧΔͱͱ΋ʹɺೆւτϥϑ஍਒౳ͷڴҖ͔Β஍ҬΛ๷͢ޢΔ͜ͱ
͕Ͱ͖ΔΑ͏ɺ·ͨɺ࣌֐ࡂʹ͓͍ͯ΋ٸۓ෺ࢿ༌ૹͷڌ఺ͱͯ͠ػೳ͢ΔΑ͏ɺᯰڧͳߓ࿷ɾ
ւ؛ͷ੔උΛண࣮ʹਪਐ͢Δɻ

̕ɽ֎ࠃਓ׆ࡐ༻ͷ֦ॆ
ɹɹԁੋߴਖ਼ʹ΋͑ࢧΒΕɺճ෮جௐʹసͨ͡଄ધۀʹ͓͚Δ੒௕Λޙԡ͠͠ɺ஍Ҭͷओྗۀ࢈ͱ
Ͱ͖༺׆ʹΛ͞Βࡐਓࠃ֎೉ͳ৔߹ʹ͸ɺࠔอ͕֬ࡐ಺ͰͷਓࠃΔ΂͘ɺ͑ࢧΛ༺ޏɾࡁܦͯ͠
ΔΑ͏ɺ֎ࠃਓٕೳ࣮श੍౓ͷ֦ॆͷૣࢪ࣮ظΛਤΔͱͱ΋ʹɺٕೳ࣮शमྃऀΛଈઓྗͱͯ͠
ड͚ೖΕΔͨΊͷॴཁͷાஔͷૣݱ࣮ظʹऔΓ૊Ήɻ

Ҏɹ্
ฏ੒ 26 ೥ 6 ݄ 14 ೔




